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こんにちは議会です。
みまた よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

６月定例会（６月10日〜６月21日）
町政を問う一般質問（６名）

お隣さん、元気〜櫟田・谷〜

宮崎県

表紙写真：七夕まつり（みどり保育園）



　

町
議
会
で
は
６
月
議
会
を
、
６
月
10
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
の
12
日
間
で
開
催
し
た
。
今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
９

議
案
、
追
加
議
案
１
件
、
意
見
書
２
件
、
報
告
４
件
で
、
各
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
を
付
託
し
、
審
議
し
た
。
議
案
の

主
な
も
の
は
、
条
例
の
一
部
の
改
正
４
議
案
、
25
年
度
予
算
の
補
正
４
議
案
、
委
員
の
選
任
２
議
案
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
１
部
を
改
正
す
る
条
例
は
否
決
さ
れ
た
も
の
の
、
残
り
の
議
案
は
賛
成
多
数
及
び
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
。
三
股
町
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

6 月 定 例 会

新体制で臨んだ ６月定例議会
活発な意見続出 

六
月
定
例
議
会
に
提
案
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

は
予
算
の
総
額
92
億
円
に

１
億
９
千
６
百
１
３
５
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

90
億
３
８
６
万
５
千
円
と
す
る
。

国
の
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
」
と
し
て
平

成
24
年
度
繰
越
事
業
と
し
て
交

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

減
額
補
正
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

歳
入
の
主
な
も
の

県
支
出
金

地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金

�

２
１
５
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

土
木
費

　

ス
ト
ッ
ク
総
点
検
業
務
委
託
料

�

３
４
０
万
円
減
額

教
育
費

　
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

�

５
２
８
２
万
円

◆�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　（
こ
の
条
例
で
は
討
論
が
あ
っ
た
）

�

　
賛
成
多
数
で
可
決

⃝

反
対
討
論

�

今
回
国
が
、
地
方
公
務
員
の
給

与
の
削
減
を
求
め
地
方
交
付
税

ま
で
削
減
し
た
こ
と
は
、
地
方

分
権
の
あ
り
方
か
ら
し
て
問
題

だ
。
国
会
議
員
・
地
方
議
員
の

歳
費
も
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
。

⃝

賛
成
討
論

今
回
の
地
方
交
付
税
の
減
額
は
、

公
務
員
給
与
の
減
額
と
し
て
と

ら
え
た
町
長
の
英
断
は
特
筆
す

べ
き
も
の
だ
。
自
主
自
立
の
ま

ち
を
標
榜
し
て
歩
く
に
は
必
要

な
条
例
で
あ
る
。

⃝
反
対
討
論

�
国
は
福
島
復
興
の
た
め
国
家
公

務
員
の
給
与
を
削
減
し
た
。
ま

た
地
方
公
務
員
も
引
き
下
げ
る

べ
き
と
一
方
的
に
言
っ
て
き
た
。

引
き
下
げ
に
見
合
っ
た
三
股
町

商
品
券
な
ど
へ
の
協
力
要
請
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら

の
影
響
で
労
働
者
の
賃
金
が
下

が
る
可
能
性
が
あ
る
。

◆�

三
股
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

�

　
全
会
一
致
で
可
決

◆�

三
股
町
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

�

　
賛
成
多
数
で
可
決

◆�

三
股
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
（
次
頁
に
て
詳
述
）

�
  

反
対
多
数
で
否
決

意
見
書

①�

小
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の

定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
一
復
元

を
求
め
る
。

②�

原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者

支
援
法
に
基
づ
く
具
体
的
施

策
の
早
期
実
施
を
求
め
る
。

　
委
員
の
選
任

　

固
定
資
産
評
価

　
　

審
査
員
会
委
員

　

監
査
委
員

一
般
会
計
補
正
予
算

谷山　悦子（再任） 垣内　和美（再任）

条
例
改
正
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�

干
で
は
あ
る
が
、
平
成
23
年

度
よ
り
24
年
度
が
減
少
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
も

保
険
税
は
引
き
上
げ
に
な
っ

て
い
る
。

　

�

今
回
引
き
上
げ
た
場
合
、
た

と
え
ば
町
議
を
例
と
し
て
保

険
税
は
、
報
酬
月
額
の
約

1
・
47
倍
に
な
る
。
共
済
と

国
保
で
は
２
倍
強
の
差
が
あ

る
。
国
保
加
入
者
の
窮
状
を

考
え
れ
ば
、
こ
の
条
例
案
に

は
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ａ
議
員　

こ
の
程
度
の
影
響
額

　

�

で
あ
れ
ば
基
金
で
対
応
す
れ

ば
良
い
。
こ
こ
は
据
え
置
い

て
否
決
す
る
べ
き
だ
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
案
が

賛
成
５
反
対
６
で
否
決
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
前
年
度
の
ま
ま
の
税

率
で
本
年
度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

議
会
が
否
決
に
至
っ
た
、
本
会

議
の
質
疑
・
討
論
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
あ
っ
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
長
報
告
に
対

す
る
質
疑

Ａ
議
員　

毎
年
国
保
税
が
上

　

�

が
っ
て
い
る
。
町
民
の
負
担

も
限
界
で
あ
る
。
増
税
し
た

場
合
の
影
響
額
は
い
く
ら
か
。

委
員
長　

増
税
の
場
合
は
、
合

　

�

計
で
17
万
３
千
円
の
増
。
据

え
置
き
の
場
合
は
、
合
計
で

約
９
３
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
。

Ａ
議
員　

約
９
３
０
万
円
の
マ

　

�

イ
ナ
ス
に
な
っ
た
と
し
て
も

基
金
を
取
り
崩
せ
ば
良
い
。

据
え
置
い
て
町
民
の
増
税
感

を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
る
心

配
り
が
必
要
だ
。

委
員
長　

年
々
マ
イ
ナ
ス
が
増

　

�

え
て
い
る
。
一
年
に
少
し
づ

つ
の
負
担
を
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
対
す
る
反
対
討
論

Ｂ
議
員　

一
般
の
医
療
費
が
若

国民健康保険税率の一部と金額 目標調定額
（目標必要額）

調定額
（予算額）

目標調定額との差
（目標額と予算との差）区 分 所得割額 資産割額

医 療 分
改正案 8.49% 23.50% 338,428,571円 338,547,200円 118,629円

前年度 8.25% 24.50% 338,428,571円 335,354,600円 △3,073,971円

後期高齢者支援分
改正案 3.72% 7.50% 131,941,758円 131,958,100円 16,342円

前年度 3.50% 8.50% 131,941,758円 129,725,100円 △2,216,658円

介 護 分
改正案 2.85% 6.50% 54,128,000円 54,166,800円 38,800円

前年度 2.30% 7.50% 54,128,000円 50,098,400円 △4,029,600円

予算過不足分合計
改正案 173,771円

前年度 △9,320,229円

国民健康保険税 負担増(案)に議会が否決

議
長
に
対
す
る
動
議
を
提
案

趣
旨
説
明　

町
長
の
交
際
費
は

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
毎

月
公
開
さ
れ
て
い
る
。
議
長

も
公
開
の
原
則
に
の
っ
と
り

交
際
費
の
公
開
を
求
め
る
。

�

　
全
会
一
致
で
可
決
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道州制（10区画案）

町 長　問題点として
地域間格差は拡大する

「道州制をめぐっての動きと、
その問題点を聞く」

道
州
制
を
め
ぐ
っ
て
は
、
安
倍
首

相
の
も
と
で
推
進
の
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。
道
州
制
の
実
現
を
訴
え
て

い
る
の
は
、
日
本
経
団
連
に
代
表
さ
れ
る

財
界
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
制

を
廃
止
し
、
都
道
府
県
に
代
わ
る
広
域
自

治
体
と
し
て
全
国
を
10
程
度
に
区
分
し
た

道
州
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
地
方
自
治
体

を
道
州
と
基
礎
自
治
体
の
二
層
制
に
す
る

と
い
っ
た
国
の
形
を
抜
本
的
に
変
え
て
い

く
の
だ
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

　

地
方
分
権
の
あ
り
方
、
道
州
制
の
導
入

が
地
域
に
対
し
て
ど
の
様
な
影
響
が
あ
る

の
か
等
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
国
の
形
が
決

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
国
民
に
は

全
然
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
問
題
点
、
一

体
な
に
を
も
た
ら
す
の
か
、
自
治
体
が
ど

う
変
わ
る
の
か
聞
き
た
い
。

基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
ま
ず
都

道
府
県
を
廃
止
し
て
、代
わ
り
に
「
道
州
」

を
置
く
。
次
に
市
町
村
の
区
域
を
基
礎
と

し
て
「
基
礎
自
治
体
」
を
置
く
。
さ
ら
に

権
限
の
配
分
を
、
国
の
役
割
を
極
力
限
定

し
、
内
政
に
関
わ
る
事
務
権
限
は
道
州
へ

移
行
す
る
こ
と
。
ま
た
都
道
府
県
が
行
な

っ
て
い
る
事
務
事
業
を
「
基
礎
自
治
体
」

へ
移
行
す
る
。

　

導
入
の
目
的
は
、
中
央
集
権
制
度
を
見

直
し
、
道
州
及
び
基
礎
自
治
体
を
中
心
と

す
る
地
方
分
権
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、

次
に
国
の
事
務
を
極
力
限
定
し
国
家
機
能

の
集
約
、
強
化
を
図
る
こ
と
、
そ
し
て
、

東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
。

　

全
国
町
村
会
が
ま
と
め
た
問
題
点
は
、

①�

道
州
間
の
競
争
で
は
税
源
の
豊
か
な
東

京
や
、
既
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る

地
域
が
明
ら
か
に
有
利
で
地
域
間
格
差

は
拡
大
す
る
。

②�

今
ま
で
国
が
行
な
っ
て
き
た
財
政
調
整

財
源
保
証
を
誰
が
ど
の
様
に
継
承
す
る

の
か
。
国
の
債
務
を
誰
が
継
承
す
る
の

か
。
ま
た
町
村
の
財
源
が
ど
こ
ま
で
保

証
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。

③�

都
道
府
県
の
事
務
を
継
承
で
き
な
い
小

規
模
町
村
は
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
認

め
ら
れ
ず
自
主
的
な
再
編
で
な
い
合
併

を
強
い
ら
れ
る
。

町
長
の
個
人
的
意
見
を
聞
き
た
い
。

宮
日
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
回

答
し
た
が
、
道
州
制
導
入
に
は
反
対
。
そ

の
内
容
、
必
要
性
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
、
基
礎
的
自
治
体
の
財
源
の
制
度
設

計
な
ど
説
明
不
足
、
情
報
不
足
で
あ
り
国

民
的
議
論
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た

県
の
事
務
の
受
け
皿
と
し
て
基
礎
自
治
体

の
体
力
強
化
を
望
む
こ
と
か
ら
市
町
村
の

更
な
る
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
地
方
、
地
域
の
活
力
、
伝

統
や
文
化
、
独
自
性
を
消
滅
さ
せ
、
地
方

の
荒
廃
を
招
き
、
ひ
い
て
は
国
力
を
減
退

さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。国
、

地
方
自
治
体
、
国
民
の
十
分
な
合
意
形
成

が
ま
ず
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

上  西  祐  子  議員
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産業振興課長　口蹄疫発生前と比較して
平成24年度分で11,965頭減少している 内  村  立  𠮷  議員

「県内の子牛出荷頭数を聞く」

県
内
の
市
場
別
、
子
牛
の
出
荷
頭

数
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

宮
崎
県
畜
産
協
会
が

ま
と
め
た
口
蹄
疫
発
生
前
の
平
成
21
年

度
地
区
別
子
牛
セ
リ
市
入
場
頭
数
に

よ
る
と
、
都
城
が
2
万
1
千
８
３
４

頭
、
小
林
1
万
7
千
４
１
１
頭
、
児
湯

1
万
2
千
９
９
２
頭
、
宮
崎
9
千
９
９
８

頭
、
で
あ
り
全
体
で
7
万
7
千
６
８
２

頭
で
あ
る
。
平
成
24
年
度
は
、
都
城
が

2
万
４
９
３
頭
、
小
林
1
万
6
千
６
８
７

頭
、
児
湯
5
千
２
１
５
頭
、
宮
崎
9
千
31

頭
、
で
あ
り
全
体
で
6
万
5
千
７
１
７
頭

で
あ
る
。

和
牛
生
産
農
家
の
変
動
は

県
内
の
和
牛
生
産
農
家
の
口
蹄
疫

前
と
現
在
の
戸
数
、
頭
数
に
つ
い

て
、
比
べ
て
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

口
蹄
疫
被
災
地
域
に
お
い
て
県

が
、
取
り
ま
と
め
た
口
蹄
疫
終
息
後
の
畜

産
農
家
経
営
再
開
状
況
に
よ
る
と
、
戸
数

で
は
肉
用
牛
繁
殖
58
％
で
あ
り
、
頭
数
に

つ
い
て
は
、
肉
用
牛
繁
殖
50
％
で
あ
る
。

被
災
地
域
の
畜
産
農
家
の
経
営
再
会
に
つ

い
て
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
、
農
家
戸
数

が
全
体
と
し
て
減
少
し
て
い
る
中
で
、
今

後
大
き
く
伸
び
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

共
進
会
対
策
室
の
取
組
み
は

都
城
市
は
、
畜
産
課
内
に
共
進
会

対
策
室
を
新
設
し
て
い
る
。
本
町

へ
の
取
組
み
は
。

全
国
共
進
会
に
、
管
内

か
ら
出
品
す
る
手
立
て
と
し
て
、三
股
町
、

都
城
市
、
Ｊ
Ａ
都
城
が
合
同
で
取
組
む
事

業
と
三
股
町
独
自
の
強
化
事
業
を
検
討
し

て
い
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
は

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
供
が

増
え
、
保
育
、
教
育
現
場
は
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
。

健
康
診
断
や
、
保
護
者
か
ら
の

状
況
、
教
職
員
で
情
報
の
共
通
理
解
を
図

る
と
と
も
に
、
食
事
等
の
配
慮
も
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
基
礎
的
な
知
識
や
、
自
ら

判
断
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
指

導
を
し
て
い
る
。

く
い
ま
ー
る
路
線
の
変
更
は

寺
柱
地
区
で
は
、
く
い
ま
ー
る
が

小
学
校
の
下
ま
で
し
か
来
な
い
。

大
変
困
っ
て
い
る
。

バ
ス
路
線
の
変
更
等
に
つ

い
て
は
、地
区
全
体
の
要
望
を
基
本
と
し
、

地
域
の
理
解
、
協
力
等
を
総
合
的
に
判
断

し
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で
決
定
す
る
。

防
火
水
槽
の
蓋
に
目
印
を

防
火
水
槽
の
タ
ン
ク
の
蓋
の
所
に
、

夜
中
で
も
わ
か
る
塗
料
を
塗
っ
た

ら
ど
う
か
。

平
成
23
年
度
か
ら
、
光
等
を

反
射
す
る
黄
色
の
道
路
ラ
イ
ン
表
示
を
進

め
て
い
る
。
平
成
25
年
度
も
30
箇
所
程
を

見
込
ん
で
お
り
、
標
識
に
よ
る
表
示
が
、

不
可
能
と
な
っ
て
い
る
箇
所
か
ら
実
施
す

る
予
定
。
住
民
に
解
り
や
す
い
表
示
に
努

め
て
い
く
。

和牛共進会
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ア
ス
リ
ー
ト
は
、
競
技
者
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
健
康
を
前
に
進
め
る
た
め

に
町
民
が
意
識
を
持
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
。
こ
れ
が
健
康
に
つ
な
が
る
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
と
、
積
極

的
と
捉
え
て
使
っ
て
い
る
。

町 長　役場への要望等は
届いていない 指  宿  秋  廣  議員

「役場に救急車待機所の設置を
働きかける考えはないか」

都
城
市
郡
医
師
会
の
移
転
の
建
設

が
進
ん
で
い
る
が
、
交
通
の
便
が

悪
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
移
転
時

に
救
急
車
の
増
便
を
訴
え
て
、
本
町
の
役

場
を
待
機
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

分
署
の
設
置
な
ど
、
よ
り
近
い
所

に
緊
急
時
に
対
処
す
る
車
両
が
配
置
さ
れ

る
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て
安
心
を
担
保

す
る
上
で
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

消
防
局
の
人
員
の
問
題
や
委
託
料
の
負

担
な
ど
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、

役
場
へ
は
要
望
等
は
届
い
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
か
ら
の
要
望
そ
し

て
必
要
が
あ
れ
ば
、
住
民
や
関
係
機
関

の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
を

太
陽
光
発
電
の
設
備
が
、
大
淀
開

発
の
敷
地
・
旧
Ｊ
Ｔ
跡
地
・
Ｊ
Ｒ

都
城
駅
敷
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
用
地

確
保
す
る
た
め
、
学
校
等
の
屋
根
貸
し
を

宮
崎
市
は
行
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
電
気

の
全
面
ス
ト
ッ
プ
を
避
け
る
た
め
に
も
、

本
町
で
も
学
校
の
屋
根
を
民
間
に
貸
し
出

す
計
画
は
な
い
か
。事

業
期
間
が
20
年
と
長

期
に
な
る
た
め
、
こ
の
間
、
経
営
も
安
定

し
て
お
り
、
提
案
内
容
と
同
等
の
施
工
実

績
・
運
営
能
力
が
あ
る
か
の
判
断
等
、
選

定
し
た
場
合
に
事
業
計
画
書
ど
お
り
行
わ

れ
て
い
る
か
の
検
査
な
ど
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
事
業
期
間
中
も
、
雨
漏
り
等
が

生
じ
た
場
合
は
、老
朽
化
に
よ
る
も
の
か
、

設
置
者
の
責
任
か
の
判
断
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
の
で
、
先
進
地
の
事
例
を
参
照
に
し

な
が
ら
、
ま
た
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
治
体
が
、
直
接
太
陽
光
発
電
事

業
に
乗
り
出
す
こ
と
は
、
考
え
ら

れ
な
い
か
。

全
量
売
電
の
た
め
の
設

備
は
無
く
、
ほ
と
ん
ど
が
施
設
で
使
用
す

る
た
め
の
設
備
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
町

役
場
の
屋
根
に
設
置
し
た
場
合
に
は
、
必

要
な
電
力
量
は
62 

kW
で
あ
る
。
民
間
で

事
業
す
る
と
設
備
投
資
は
８
～
９
年
で
投

資
資
金
を
回
収
で
き
る
が
、
公
共
工
事
で

行
う
と
２
倍
の
金
額
が
か
か
る
た
め
に
普

及
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
と
は

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
町
外

か
ら
連
れ
て
く
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
、

ア
ス
リ
ー
ト
を
町
内
で
育
成
す
る
も
の
で

あ
る
の
か
。

出動ようす（都城南消防署）
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町 長　開設していきたい
池  邉  美  紀  議員

「フェイスブックを行政で
活用してはどうか」

情
報
伝
達
が
早
く
双
方
向
の
や
り

と
り
が
で
き
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（
以
下
Ｆ
Ｂ
）
他
の
行
政
で
は
活
用
が
進

ん
で
い
る
が
開
設
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

大
変
有
効
な
情
報
伝
達
手
段
と
認

識
し
て
い
る
。
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
範
囲

や
運
用
規
定
、
利
用
規
約
な
ど
の
整
備
は

協
議
中
。
三
股
町
Ｆ
Ｂ
ペ
ー
ジ
を
年
内
に

も
開
設
の
方
向
で
進
め
て
い
る
。

過
疎
化
対
策
の
進
捗
状
況
は

長
田
地
区
の
過
疎
化
対
策
の
今
後

の
方
針
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
営
住
宅
は
、
今
年
度
１
棟
着
工

予
定
。
今
後
、
建
築
場
所
を
含
め
過
疎
化

対
策
協
議
会
と
協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

長
田
峡
整
備
、
物
産
館
の
可
能
性

は
。

現
在
の
農
産
物
販
売
で
来
客
増

員
、
一
定
の
利
益
確
保
が
さ
れ
、
ノ
ウ
ハ

ウ
や
運
営
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
れ
ば
ハ

ー
ド
部
分
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
た

い
。
た
だ
、
予
算
も
伴
い
地
元
負
担
も
考

え
ら
れ
る
。
地
元
主
体
の
地
域
づ
く
り
、

ア
イ
デ
ア
と
パ
ワ
ー
で
取
り
組
め
ば
実
現

す
る
と
思
っ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
意
見

を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

選
挙
事
務
補
助
に
ア
ル
バ
イ
ト

を

投
票
率
向
上
の
た
め
に
若
い
世
代

に
軽
微
な
事
務
を
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

投
票
率
は
ど
の
選
挙
に
お

い
て
も
低
下
傾
向
に
あ
り
特
に
若
者
の
選

挙
離
れ
が
著
し
く
投
票
率
向
上
の
た
め
に

は
若
者
に
政
治
や
選
挙
に
興
味
を
持
た
せ

る
こ
と
が
重
要
。
本
町
の
取
り
組
み
と
し

て
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
大
学
生
12
人
の

ア
ル
バ
イ
ト
の
活
用
を
行
っ
て
お
り
「
選

挙
が
身
近
に
感
じ
た
」
等
の
意
見
が
あ
っ

た
。
参
院
選
に
お
い
て
も
大
学
生
に
募
集

を
か
け
て
い
る
。

政
治
や
選
挙
に
興
味
を
持
つ
に
は

教
育
も
大
事
だ
と
思
う
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

教
育
現
場
で
も
政
治
と
選
挙
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
伝
え
て
い
る
。

全
国
の
事
例
を
調
べ
る
と
高
校
生

を
対
象
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
。

事
例
を
調
べ
て
協
議
し
て
い

く
。

仮屋（牧野）建設予定地 フェイスブックの活用は
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町長　必要、優先、緊急性などを
検討し計画的に整備していく 堀  内  義  郎  議員

スポーツ施設の整備と
競技力向上の支援を図れ

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
タ
ウ
ン
基
本
構
想

で
策
定
業
務
に
予
算
が
組
ま
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

本
年
度
の
当
初
予
算

に
、
４
９
７
万
２
千
円
計
上
し
て
い
る
。

目
標
と
し
て
、
町
民
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
体
育
・
健
康
施
設
の
整
備
を
図
る
た
め

優
先
順
位
等
の
検
討
や
、
自
立
と
協
働
で

創
る
元
気
な
町
み
ま
た
の
推
進
、
そ
し
て

中
学
生
等
の
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
の
支
援
、

次
世
代
へ
の
人
材
育
成
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
想
を
図
り
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
競
技
力

向
上
支
援
体
制
の
充
実
の
中
で
、

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
の
南
側
に
防
球

ネ
ッ
ト
の
整
備
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

施
設
整
備
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と

競
技
力
向
上
の
た
め
の
支
援
体
制
は
、
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
南
側
防
球
ネ
ッ
ト
の

整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
技
術
力
向
上

の
た
め
の
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
必

要
性
、
優
先
性
、
緊
急
性
な
ど
の
観
点
か

ら
検
討
し
、
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

木
材
の
利
活
用
を
図
れ

長
田
地
区
過
疎
対
策
事
業
で
の
団

地
１
戸
建
て
住
宅
の
構
造
と
、
木

材
利
用
促
進
法
と
の
兼
ね
合
い
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

公
共
建
築
物
に
お
け
る
地
域
産
材

の
利
用
目
標
と
し
て
、
三
股
町
木
材
利
用

促
進
基
本
方
針
に
則
っ
て
建
て
る
。

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
現
状

に
つ
い
て
、
町
内
の
事
業
者
の
申

請
、
受
付
状
況
は
ど
う
か
。

こ
の
事
業
は
地
域
材
の
需
要
拡
大

の
取
り
組
み
を
促
進
し
、
需
要
を
大
き
く

喚
起
す
る
た
め
の
林
野
庁
に
よ
る
新
規
事

業
で
あ
る
。
本
町
の
事
業
関
係
者
か
ら
の

聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
主
だ
っ
た
事
業
者

は
登
録
を
済
ま
せ
、
交
換
商
品
等
提
供
者

の
登
録
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

中
国
木
材
の
日
向
市
進
出
に
つ
い

て
、
本
町
の
林
業
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
。

同
社
は
、
県
木
材
協
同
組
合
連
合

会
、
県
森
林
組
合
連
合
会
、
県
造
林
素
材

生
産
事
業
協
同
組
合
連
合
会
と
覚
え
書
き

を
締
結
し
て
お
り
、
県
産
材
の
利
用
促
進

に
つ
い
て
相
互
協
力
し
、
本
県
の
林
業
・

木
材
産
業
の
発
展
に
尽
力
す
る
こ
と
を
合

意
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
地
元
林
業

関
係
者
に
よ
る
と
本
町
の
林
業
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
は
予
想
が
難
し
い
と
の
こ

と
で
あ
り
、
今
は
い
い
方
向
で
の
影
響
を

期
待
し
な
が
ら
状
況
を
見
守
り
、
必
要
が

あ
れ
ば
適
時
に
適
切
な
方
策
を
検
討
し
て

い
く
。

三
股
駅
小
鷺
巣
線
の
安
全
対
策
は

路
線
沿
い
に
あ
る
交
差
点
の
見
通

し
が
悪
い
の
が
、
安
全
対
策
は
図

れ
な
い
か
。

歩
行
者
転
落
防
止
の
た

め
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
柵
付
近
の
雑

草
等
に
よ
る
視
界
が
悪
い
の
で
、
管
理
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

スポーツ少年団
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町長　検診機関と協議し対応する
池  田  克  子  議員

血液検査で
胃がん撲滅を図れ

検診風景

理
等
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
循
環
型
の
堆
肥

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

生
ご
み
を
含
め
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
多
額
の
財
源
が
必
要

な
た
め
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

国
富
町
や
小
林
市
も
ご
み
減
量
に

成
功
し
て
い
る
。
生
活
環
境
へ
の

配
慮
と
ご
み
減
量
化
対
策
の
た
め
に
も
関

係
各
位
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
は
。

先
進
事
例
と
含
め
て
、
色
々
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

胃
が
ん
は
全
国
で
、
毎
年
約
11
万

人
が
発
症
し
、
年
間
約
５
万
人
が

死
亡
し
て
い
る
。
肺
が
ん
に
次
ぐ
２
番
目

の
多
さ
で
あ
る
。
当
町
の
胃
が
ん
死
亡
者

は
。

町
独
自
の
調
査
は
な
い
が
、
県
衛

生
統
計
年
報
に
よ
る
と
、
平
成
20
年
度
か

ら
23
年
度
の
４
年
間
で
30
人
で
あ
る
。

23
年
度
受
診
対
象
者
数
６
２
２
９

人
中
受
診
者
は
９
人
だ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
胃
が
ん
の
撲
滅
は
の

ぞ
め
な
い
。
胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

へ
の
対
策
は
。

回
覧
広
報
と
対
象
者
全
員
に
検
診

案
内
チ
ラ
シ
を
送
る
。
個
別
検
診
と
集
団

検
診
と
の
併
用
を
実
施
。
集
団
検
診
は
10

月
頃
実
施
予
定
。
場
所
は
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
と
す
る
。

胃
が
ん
の
発
症
の
原
因
は
ピ
ロ
リ

菌
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
60

才
代
で
80
％
以
上
、
50
才
代
で
50
％
以
上

が
感
染
者
と
考
え
ら
れ
る
。
血
液
検
査
で

手
軽
に
胃
粘
膜
萎
縮
度
や
ピ
ロ
リ
感
染
症

の
有
無
が
わ
か
る
。
胃
が
ん
の
検
診
に
血

液
検
査
に
よ
る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
、
ピ
ロ

リ
菌
抗
体
検
査
を
導
入
で
き
な
い
か
。

実
施
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
形
で
実
施
で
き
る
か
、
実
施
し
て
い

る
ほ
か
の
自
治
体
の
状
況
を
見
な
が
ら
検

診
機
関
と
協
議
し
対
応
す
る
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で
ご
み

減
量
化
と
生
活
環
境
を
守
れ

農
地
と
宅
地
が
と
な
り
あ
わ
せ
の

地
域
で
は
、
悪
臭
が
住
民
を
悩
ま

し
て
い
る
。
農
家
の
努
力
も
理
解
は
す
る

が
平
行
線
だ
。共
存
共
栄
の
対
策
を
き
く
。

お
互
い
の
立
場
を
理
解

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
根
気
良
く
指
導

や
広
報
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

新
設
さ
れ
る
都
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
当
町
負
担
は
工
事
費
、
維

持
管
理
費
含
め
て
約
16
億
円
で
あ
る
。

　

そ
の
負
担
を
考
え
る
と
、
ご
み
の
減
量

化
が
急
が
れ
る
。
そ
の
対
策
を
き
く
。

資
源
ご
み
回
収
や
剪
定
く
ず
等
の

堆
肥
化
事
業
を
さ
ら
に
取
り
組
む
。

　

今
後
、
ご
み
の
分
別
方
法
や
収
集
体
制

を
大
幅
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
生
活
系
ご

み
全
体
の
67・7
％
を
占
め
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
60
％
が
生
ご
み
で
あ
る
。

剪
定
く
ず
は
堆
肥
化
さ
れ
て
い
る
が
、
野
積

の
た
め
、こ
れ
も
悪
臭
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

生
ご
み
処
理
・
悪
臭
対
策
・
畜
産
廃
棄
物
処
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みじかな
三股町議会

町民目線、
町民感覚の町政を

開催の目的
　三股町議会の使命は、町長の政策の立案、決定、
執行、評価について、論点、争点を町民に明らか
にし、最終的に町の意思決定を行うことです。
議会の「最終的な町の意思決定」の指針には、町
政は町民のため、町民の目線・町民感覚の町政を
基本に置かなければなりません。

議会報告会の内容
１　開会あいさつ
２　自己紹介
３　議会報告
　① 議会の概要説明
　② 緊急経済対策・クリーンセンター・
　　 都城市郡医師会病院について

年
齢
構
成

議
会
報
告
会
は
ど
う
で
し
た
か

一地区分館

三地区分館

二地区分館

良かった
39％

50代
13％

40代
3％

60代
42％

70代
38％

30代
4％

普通
41％

もの足りなかった
8％

無回答
11％良くない

1％

議会報告会　第二回� 6月3日・4日・5日開催

町民と議会の関係が希薄で距離感を感じられては
いけない。そのためにも、日ごろ議会がどんな活
動をしているのか議会の立場から活動状況を報告
するとともに、町民の皆様の意見・提言を在任中
継続して、対話を通じてきめ細かくお聞きするた
めの議会報告会であります。

宮崎県三股町議会だより No.72　平成25年８月15日 10



議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

議
会
の
傍
聴
経
験

傍
聴
に
も
し　
　
　
　

　
　

い
け
る
と
し
た
ら

四地区分館

五地区分館

八地区分館

六地区分館

九地区分館

七地区分館

その他
18％

無回答
50％

ない
70％

無回答
4％

読んでいる
68％

たまに読んでいる
29％

読んでいない
1％

無回答 2％

土日なら行く
15％

夜間なら行く
17％

ある
26％

宮崎県三股町議会だより No.72　平成25年８月15日11



ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

新
し
い
清
掃
工
場
が
着
々
と
建
設
。

工
事
費
83
億
円
に
三
股
町
の
負
担
は

10
億
円
。

現
地
調
査
　（
五
月
三
十
一
日
）着々と進む工事

山田町 パークゴルフ場の奥

工事参加業者に町内業者の氏名も

町民の皆様の意見・要望・提言 回　　　　　　答

1
ふるさと祭り会場は、以前２日続き雨でぬかるんで、シラスを入
れたりして大変な思いをした事がある。祭り会場としてだけでは
なく、子供たちが遊ぶ場所としても予算を組んでよかったと思う。

本年度は排水工事を行うため会場は使用できません。今後養生期
間を含め１，２年間は使用できないと思われます。会場等について
は検討中です。今までは土地開発公社が管理していたが、町が購
入した事で工事が進むと思われます。

2
議会報告会開催のお知らせを昨年は議会だよりに掲載したが、
今年はなかった。又出席議員の掲載もなかった。

町広報でお知らせした後に、議員の割り振りを行ったので遅れてし
まいました。今回は、地元議員が出席するとの事で開催しているが、
掲載が遅れたことにつきましてはお詫びします。

3
医師会が移転する理由は？ 老朽化が進み移転となります。今の現状では医師不足等で緊急患

者が他の病院に回されることがあり、移転後は１１科ほど新設され
対応できると思われます。

4
緊急経済対策の事業内容は、町民や議員の意見や要望を基に作
成したものか？行政サイドで作成したものか？

年次計画に基づいて作成していると思います。以前は公民館の要
望を受けていましたが、今はありません。第５次総合計画から拾っ
たと思われます。町単では予算が厳しいので、緊急経済対策事業
に盛り込んだと考えます。

5
昨年も出席したが役員ばかりであった。折角の報告会だが、出
席者が少ないと趣旨を得ないように思える。報告会は続けるの
か？昨日の各地区の出席はどうだったか？

２地区が７名、５地区が１１名、８地区が１２名でした。広報でし
かお知らせしなく、又地区座談会と日程が近い事もありましたので、
検討していきます。

6 処分場が遠いと不法投棄増加が懸念されるが。 それは問題視しています。地区の皆様方も目を光らせて不法投棄
があったら担当課に連絡してください。

7
農業振興地で農地から転用ができないため家が建てられないと
ころが多い、宅地化ができるように進めてほしい。

農地は農地法により守られています。いろんなところで宅地化の要
望が上がりますが県との話し合いが必要なことになります。農地か
ら転用の要望をこれまでのように進めていきます。

8 クリーンセンターの搬入に関して三股町の一か所にまとめて運ぶ
ようにしてはどうか。

良い考えなので担当課につたえておきます。

9
町営住宅建設が一戸であるがそのあともしっかりとできる計画に
なっているか。

町長も公約で過疎化対策をうたっているので１戸で終わることはな
いと思いますが、計画は町当局なので地区座談会などで現状と要
望を伝えたほうがいいと思います。

10
番号での地区では越してきた人にはわからない勝岡地区などの地
区名を標準にすべき。

町民としては当たり前になっていることですが、町外からくると番
号だけではわからないですし違和感があると言われてみて気がつく
問題です。担当課につないでおきます。

11
クリーンセンターをなぜ三股に作らないのか。 火葬場、ゴミ処理施設、し尿処理場などは、通常住民の反対にあ

いやすい施設です。建設賛成の考えの人ばかりならいいのですが、
そうではない実状があるので今の状況になっています。

12 「都城と合併しないでよかった」の声を聞くが、「合併しないでどういう点がよかったのか」。
一住民の立場にたって合併しない判断をした。正解だったと思う。

13

公共下水路は個人の負担が大きい。新馬場の６割は国民年金に
頼って生活している。工事費用そして水道料が２倍以上になるの
では、とてもやっていけない。補助金を出すとか、負担軽減策を
考えよ。また、公共下水路工事はここで一旦打ち切り、すでに整
備された地域の加入率をあげる活動に集中すべきだ。現在の加
入率が 45%では話にならない。分母を大きくすることが必要だ。

公共下水路は今、一旦立ち止まって検討している最中です。

14

「まちづくり基本条例」を可決した。反対は３名だけだった。条
例の中の「町民」には三股在住の韓国人、中国人など外国人が
含まれている。これは問題だ。中国在住の日本人が、中国で政
治的要求をしようものなら、ただちに国外追放か、監獄行きだ。
日本の自治体が町政に彼らが意見を言うことを一方的に認めるこ
とはよくない。国と国の関係は、対奪に相互主義であるべきだ。

議会は賛否両論あります。

議会報告会　意見・要望・結果
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こうなりましたこうなりました

あんた
どげんなった

な？

議
会
事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

レポート
追 跡

三股駅舎に設置された公衆電話。 九州各地の工芸品（陶芸、藍染め、木工家
具、ガラスなど）が大集合する展示販売会、
町制 65周年を記念して行われた。

第
六
回

三股駅舎に公衆電話が設置されていな
い、駅周辺の利用促進のためにも三股
駅に公衆電話の設置はできないか。
平成 24年６月定例議会� 一般質問

三股駅舎は本町の玄関口であることか
ら、携帯をもたない高齢者や子供への配
慮として、公衆電話の設置を検討したい。

具体的にどの様な形態で、いつ頃計
画し、規模はどのくらいか問う。

平成 25年３月定例議会　一般質問

自立と協働で創る町づくりを目指し、商工
業の振興と活性化を図る場や三股町をＰ
Ｒする場として開催したいと考えている。

産 業 振 興 課 長 答 弁町 長 答 弁

駅舎の利便性向上について ものづくりフェアの事業

９
月
議
会
は
、

９
月
９
日
か
ら
の
予
定

町
民
の
方
の
多
く
の
議
会
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

工芸品（陶芸）「九州初の試み」遠くからでも目に付くように

焼肉カーニバル会場（7月13日）

宮崎県三股町議会だより No.72　平成25年８月15日13



こ
ん

に
ち

は 議
会

で
す

　
 N
o .72

平
成
25年

８
月
15日（

N
o.72）　

■
発
行
/
三
股
町
議
会
　
〒
889

-1995 宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
五
本
松
1-1　

TEL.0986-52-1111　
■
編
集
/
議
会
広
報
委
員
会
　
■
発
行
責
任
者
/
山
中
則
夫

出水勲館長

久保次男館長

櫟　田
自治公民館

【谷自治公民館は】
「心を一つにして !」の合い言葉で地域の行
事や活動に取り組んでいます。春には、毎
年恒例の祈念が「谷青年の家」で開催され、
楽しい歌や踊りで親睦を深めています。

【櫟田地区は】
小集落で若者も多く、とてもまとま
った地域です。冠婚葬祭やイザ地域
で困った事が起きた時など集落の組
織として心強い協力も得られます。

編 

集 

後 

記

「地域で支える行事」

谷
自治公民館

委
員
長

堀 

内　

義 

郎

副
委
員
長

池 

田　

克 

子

委　
　

員

福 

永　

葊 

文

委　
　

員

佐 

澤　

靖 

彦

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
報
告

会
を
６
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日
間

開
催
し
た
。

昨
年
度
は
、
初
回
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
町
民
か
ら
厳
し
い
意
見
や
提
言
を
頂

い
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
今
回
は
、
地
元
議

員
を
含
め
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
、
内
容
に

つ
い
て
も
町
民
が
町
政
に
対
し
て
何
が
一

番
知
り
た
い
か
等
審
議
し
臨
ん
だ
。
最
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん

で
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、
約
６
割

が
「
読
ん
で
い
る
」
と
の
回
答
を
頂
い
た
。

議
会
の
果
た
す
重
要
な
責
任
と
し
て
情

報
の
公
開
と
説
明
責
任
の
た
め
報
告
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
広
報
も
よ
り
開
か
れ

た
議
会
と
し
て
努
め
る
情
報
誌
と
し
て
活

用
し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て
き
た
い
。

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

　自治公民館を中心に、子ども会、壮年会、地域活動クラブな
ど、きっと活躍できる場所があります。隣近所の方々との親睦で、
安心できる住みよいまちにしましょう。

自治公民館加入案内
三股町・三股町自治公民館連絡協議会
電話　52-1111　内線 181


